
 和鉄の道・iron Road 参考 

  雑誌「岳人」2016年2月号掲載 畠山重篤氏「鉄の誘い」の転記紹介 

    畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第18回「鉄の誘い」  

 雑誌「岳人」の�2 月号に 昨年世界遺産に登録された近代製鉄発祥の地 釜石の「橋野高炉跡」の

訪問記をベースに世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」

の中の「日本近代製鉄」の黎明と発祥期 東北での近代製鉄の発祥がもたらした日本の近代化につい

て 実に簡潔にまとめられ、また 東日本大震災で未曽有の災害を受けた三陸沿岸の山に存在する鉄�

が三陸の豊かな海を育み、支えていることにも触れられている。

うれしくなって、この一文を転記して ご紹介

 この「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」登録については 数多くの紹介がなされてきたが、

 ほとんどが 観光ビジネスとして描かれたものが多く、その内容と中身について疑問を感じることもあって 気に�

 なっていました。他の地域の反射炉が産業遺産登録されている中で、なぜかこの近代製鉄の研究をいち早く始め、�

 その研究の波及がその後の展開に大きくかかわった佐賀藩の研究と反射炉 そして 函館 古武井の反射炉建設

 など 産業遺産が残っていないとはいえほとんど触れられていないのが寂しい。

 また、 反射炉があたかも製鉄炉と勘違いしたような記事もある。�

 山口萩の反射炉やたたらの意義は認めるもののあまりにも他と比べ、過大な評価に戸惑い、これも政治の圧力かと。

  ( 山口は私にとっては 第二の故郷とでもいうべき大事な地で、仕事の傍ら 地域のなりわい・自然�

   そして鉄・たたら等々訪ね歩いた地であり、悪く言うつもりはないのですが・・・・・・)

一昨年 震災後 三陸鉄道北リアス線が全通した折に、橋野高炉跡をふくめ、三陸の製鉄関連遺跡を巡りなが�

ら三陸沿岸をあるきましたが、ようまとめきれなかった近代製鉄黎明・発祥と日本の近代化への役割。

 私の和鉄の道 ファイルにも この畠山重篤氏 文・写真 岳人2016年2月号掲載

 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第18回「鉄の誘い」

を納めておきたくて このページを作りました。

    【参考】●和鉄の道・Iron Road

 東北 三陸沿岸の�Iron Road を訪ねる 震災後初めて 三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9.

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1407sanriku00.htm

                                              2016.3.16.  by Mutsu  Nakanishi
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